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(1) 

xz平面上の、長さ l2 の線分 lxlaz ≦≦ , を考える。 

この線分を、 y 軸中心に、 x軸の正の方向に向かって半回転させたとき、 

線分が通った部分は右図のような図形になる。 

 

この図形の、 0≧x の部分の面積 )(lS は、外径 22 la  、内径 aの 

ドーナツ型の半分であるから 
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円板 1D と平面 )11( ≦≦tty  の交差部に現れる線分の長さは、 

212 t であるから、求める体積 )(aW は 
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(2) 

(1)の図形の、 0≦x の部分の面積を )(lT とすると )(2)(0 22 alallT   
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2 )1(2)1( dttdtt は、 aによらない正の定数であるから、はさみうちの原理より 
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(注) 
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